
学年

教科

月 課 単元名 時数 学　　習　　内　　容 評価規準及び評価方法

4
　式の計算

9

5

　式の計算

　連立方程式

11

6
　連立方程式

9

7

　連立方程式

　１次関数

9

9
　１次関数

12

10

　１次関数

　平行と合同
11

11

　平行と合同

　三角形・四角形

11

12 　三角形・四角形 6

1 　三角形・四角形 11

2

　三角形・四角形

　確率

8

3
　確率

　２年の復習
8

105 合計授業時間数

１．確率
　　章の問題

１年間のまとめ問題

・定期テスト
・単元別テスト
・小テスト
・ノートの整理
・宿題の状況
・提出物の内容
・授業への取り組み（挙手､発表など）

・定期テスト
・単元別テスト
・小テスト
・ノートの整理
・宿題の状況
・提出物の内容
・授業への取り組み（挙手､発表など）

・定期テスト
・単元別テスト
・小テスト
・ノートの整理
・宿題の状況
・提出物の内容
・授業への取り組み（挙手､発表など）

・定期テスト
・単元別テスト
・小テスト
・ノートの整理
・宿題の状況
・提出物の内容
・授業への取り組み（挙手､発表など）

・定期テスト
・単元別テスト
・小テスト
・ノートの整理
・宿題の状況
・提出物の内容
・授業への取り組み（挙手､発表など）

・定期テスト
・単元別テスト
・小テスト
・ノートの整理
・宿題の状況
・提出物の内容
・授業への取り組み（挙手､発表など）

・定期テスト
・単元別テスト
・小テスト
・ノートの整理
・宿題の状況
・提出物の内容
・授業への取り組み（挙手､発表など）

・定期テスト
・単元別テスト
・小テスト
・ノートの整理
・宿題の状況
・提出物の内容
・授業への取り組み（挙手､発表など）

・定期テスト
・単元別テスト
・小テスト
・ノートの整理
・宿題の状況
・提出物の内容
・授業への取り組み（挙手､発表など）

平成２５年度 　　教　科　の　年　間　指　導　計　画

２．平行四辺形

２．平行四辺形
　　章の問題

１．確率

２．１次関数と方程式
　　章の問題

１．平行線と角
２．合同な図形

１．三角形
２．平行四辺形

２．文字式の利用
　　章の問題

１．連立方程式とその解き方

１．１次関数
２．１次関数と方程式

広島市立仁保中学校

・定期テスト
・単元別テスト
・小テスト
・ノートの整理
・宿題の状況
・提出物の内容
・授業への取り組み（挙手､発表など）

・定期テスト
・単元別テスト
・小テスト
・ノートの整理
・宿題の状況
・提出物の内容
・授業への取り組み（挙手､発表など）

１．式の計算
２．文字式の利用

２．合同な図形
　　章の問題

１．三角形

２学年

数学科

２．連立方程式の利用
　　章の問題

１．１次関数

教科
目標

（１） 文字式について、目的に応じて計算したり、変形したりする能力を伸ばすとともに方程式について理解し、それを用いる能力を養う。
（２） 基本的な平面図形の性質について理解を深め、数学的な推論の意義と方法を理解し、推論の過程を表現する能力をつける。
（３） 具体的な事象を通して、１次関数について理解し、関数関係を見つけ表現し考察する能力を養う。確率の考え方の基礎を培う。

１．連立方程式とその解き方
２．連立方程式の利用


